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４．受 講 資 格： 学校教育関係者および心理臨床専門家（事例に関する守秘義務を守れる方）。詳しくは，募集
要項参照。
５．受 講 料：６，２００円（消費税を含む）




７．申 込 締 切：平成１９年１２月末日
８．問い合わせ先：京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター
 　ＴＥＬ：０７５－７５３－３０５２　ＦＡＸ：０７５－７５３－３０１８
 　ＵＲＬ：http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/event/index.html
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フィールド科学教育研究センター　和歌山研究林（http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/waka）
　フィールド科学教育研究センター　森林ステーション　和歌山研究林は，和歌山県の北東部，｢紀伊山地
の霊場と参詣道 ｣として世界文化遺産に登録された高野山の南西，和歌山県出身の作家，有吉佐和子の小
説にも描かれた有田川の支流である湯川川の最上流部に位置します。
　その歴史は，大正１５（１９２６）年１月に，和歌山県有田郡八幡村の海
瀬定一氏所有の山林５６４．５ha に，９９ヵ年の地上権が設定されたことに
始まります。その後，事務所用地０．１５ha の購入，隣接地２８９．５ha の
地上権が追加設定され，現在の面積は８４２ha となっています。
　研究林内の標高差は約８００ｍで，極めて急峻な地形となっており，
断崖・崩壊地が多く，沢筋には滝が見られます。特に「下り滝」は落
差が約５０ｍあり，広葉樹に囲まれたその美しい景観を見ようと，１
年を通じて多くの人々が訪れます。
　しかしながら，研究林を取り巻く交通事情は非常に厳しく，京都
から研究林を訪れるには，公共交通機関を利用する場合，京都駅か
らＪＲで最寄りの紀勢本線藤並駅まで約２時間，そこから有田鉄道バスで清水営業所まで約１時間半，さ
らにタクシーに乗り換え約３０分，合計４時間を要します。また，自動車を利用する場合は，名神・近畿・
阪和・海南湯浅の各有料道路を通行して，約２００km，３時間半の道のりであり，その上，事務所の直前約
４kmは未舗装の林道を走行しなければならず，研究林へお越し頂くにはそれなりの覚悟が必要です。
　更に，研究林には宿泊施設がないため，調査・研究などで長期滞在する場合は，事務所から約１６km離
れた旧清水町内の民間宿泊施設を利用しなければなりません。
　研究林全域が水源涵養保安林・鳥獣保護区に，一部が高野龍神国定公園に指定されています。林内には
カモシカ，ニホンジカ，イノシシ，ノウサギ，タヌキ，テンなどが生息しています。カモシカ，ニホンジ
カ，ノウサギは幼齢造林木の枝葉の摂食，幹の切断，樹皮の剥離などの被害を起こしており，紀伊半島で
は数少なくなったツキノワグマも，数年に一度その痕跡が見られます。
　本研究林の年平均気温は１２．３℃，年降水量は２，６４７mmで積雪は少なく，森林植生は暖温帯林上部から
冷温帯林下部の間に相当し，標高７００ｍ付近までは暖温帯林の構成種である常緑広葉樹のアカガシ，ウラ
ジロガシ，ソヨゴなどが優占する植生であり，その上部で本研
究林の面積の大半を占める標高約７００～１，０００ｍの部分は中間温
帯林にあたり，常緑針葉樹であるモミとツガが優占しています
が，その中に落葉広葉樹（ヒメシャラ，シデ類）や常緑広葉樹が
部分的に生育しています。
　さらに標高約１，０００ｍ以上の稜線に近い標高域は，冷温帯林
の代表種であるブナをはじめとする，ミズナラ，ミズメ，カエ
デ類といった落葉広葉樹から構成される植生となっています。
　このように標高の違いに応じて多様な林相がみられることを
利用し，尾根を歩いて下りながら，ブナ林，モミ・ツガ林と続
く森林の垂直分布や，倒木などによる天然更新の様子，天然生
林とスギ・ヒノキの人工林との違いを体験する森林見学のモデ
ルコースを設定し，見学者に紹介されています。
　研究林設置以前にはマッチの軸や板材などの生産を目的として針葉樹，広葉樹ともに盛んに伐り出され
ていたらしく，昭和３年の演習林概要によると針葉樹，広葉樹ともに直径１０cm程度のものが大半で，設
置当時の林相はかなり貧弱であったと思われます。
　その後，スギ，ヒノキの人工造林が積極的に進められた結果，現在では人工林率が５０％を超えて，フィール
隔地施設
紹介
和歌山研究林の位置
和歌山研究林全景
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ド科学教育研究センターの研究林では人工林率が最も高く，こうしたこと
から，人工林の育成・施業に関する教育・研究が盛んに行われています。
　林業のさかんな紀伊半島にあって，
地上権設定当初から手を加えずに維持
されてきた八幡谷学術参考林は，和歌山県内でも貴重な天然生モミ・
ツガ林として，古くからその生産力・動態・土壌動物相・昆虫相など
の研究が数多くなされており，現在も，フィールド科学教育研究セン
ターによるプロジェクト研究の対象地として，森林の動態と多様性維
持機構の解明，森林生物種の生活史と相互作用の解明，森林生態系の
物質循環からみた環境保全機能の解明などを目指して，調査・研究が
行われています。
　和歌山研究林では，地域開放
特別事業として，さまざまな事業を行っています。和歌山県立有田
中央高等学校清水分校と共催し，１年生を対象とした「SHIMIZUタ
イム」（総合的な学習）では研究林に存在する多様な森林について学習
しています。また，２００２年度より３年生を対象に，林業に関する科目
「ウッズサイエンス」を開講しています。「ウッズサイエンス」では研究
林内で週１回２時間の授業を行い，地域の主要な産業である林業に
ついて学習し，森林内での実習を通して自然の素晴らしさに触れ，「緑
を守ることの大切さ」を身につけ，また，身の周りの自然環境につい
て自ら考えまとめる力の習得を目指しています。授業の主な内容は，
｢森の仕組みと働き ｣，｢木材利用の現状と日本林業 ｣などの講義と，コンパスを使った測量，樹木識別，
チェーンソーなどの林業機械を使った間伐作業などの実習です。　
　有田川町立八幡小学校とは，森林体験学習を実施しており，２００７年度は小学５年生２４名を対象に，春は
植樹体験，秋は間伐体験を行いました。
　昨年は，有田川町教育委員会との共催で小中学生を対象とした山観
察会を開催し，有田川河口近くの有田市立田鶴小学校の生徒たちは，
身近な川がどこからどの様に流れてくるのかを，自分たちの目で直接
見て体験する学習などを行いました。
　２００５年春には，京都大学と企業の共同開発による「森林資源の循環
的有効利用」を目的とした新しい木造建築システム（j.Pod）による教
育研究棟が完成し，学生実習や地域開放事業の講義室として，また，
採取してきた渓流水や土壌などを分析する実験室として利用してい
ます。
　和歌山研究林の間伐材を利用した j.Pod は，京都大学の北部構内と
本部構内にも各１棟が建てられています。２００６年８月に本部構内に完成した j.Pod は，国際交流セミナー
ハウスとして海外からの学生に活用されています。今後も和歌山研究林の間伐材を用いた j.Pod の建築が
予定されており，間伐材を大量に有効利用するモデルとして，これまで放置され続けてきた日本の人工林
を生産性の高い森林へ変え，低迷する林業を活性化させることが期待されています。
〒６４３－０５５１
和歌山県有田郡有田川町上湯川７６
電　話：０７３７（２５）１１８３
ＦＡＸ：０７３７（２５）０１７２　
 E-mail：waka@kais.kyoto-u.ac.jp
http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/waka
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学広報センター　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
アクセス
　・ 京都駅からＪＲ紀勢本線藤並駅下車，有田鉄道
バスで清水営業所下車後タクシーを利用，合計
約４時間。
　・ 名神・近畿・阪和・海南湯浅の各有料道路を通
行して，約２００km，３時間半。
職員構成
教員２人，技術職員６人，
技能補佐員１人
ウッズサイエンスの様子
森林体験学習
和歌山研究林に建つ j.Pod
